


























                         
1  日本の近代における高等教育制度の変遷を整理している天野郁夫（20 0 9）
『大学の誕生（下）─大学への挑戦』中公新書 P2 1 9 - 2 2 0 参照。 


























                         
3  同上 P 2 2 3 - 2 4 6 参照。 
4  同上 P2 4 7 - 2 5 6 参照。 
5  欧米の大学の成立と設立理念については、国立大学財務・経営センター
（20 1 0）『大学の設置形態に関する調査研究』国立大学財務・経営センター報
告 13 号 w w w . z a m . g o . j p / n 0 0 / p d f / n i 0 0 7 0 1 0 . p d f 参照、また、欧米の大学
理念については佐久間美帆（20 1 3）「東大とは違う、米国流リベラルアーツの
























                         
6  各研究分野の専門辞書や雑誌あるいはデータベースにその分野の研究の対象、
方法、テーマ、用語、課題、意義などその分野が成立する根拠が整理されて提
示されている。情報リテラシーについては戸田光昭(1 9 9 8 )「研究のための情
報:研究情報の特性, 対象ならびに収集法(<特集>研究と情報)」『情報の科学
と技術』48 - 4 P 2 1 4 - 2 1 9、小柳和喜雄(2 0 0 3 )「情報教育の可能性をリテラシ
ー研究から読み解く」『奈良教育大学紀要. 人文・社会科学』52 - 1 P 2 5 5 - 2 7 0
参照。 
7  西口光一（20 1 3）『第二言語教育におけるバフチン的視点─第二言語教育学
の基礎として』くろしお出版 P2 9 参照。 
8  日本語学では、近年、研究分野の成熟に伴う関連分野や周辺への広がりが指
摘されている。これは、現在のパラダイムの中心的研究領域がほぼ飽和してい




















                                                                      
ける日本語学界の展望)」『日本語の研究』8- 3 P 1 - 4 参照。 
























                                                                      
. p h p  
1 0  日本語教育に限ってみると、日本語学習における大きな問題点のひとつが
辞書使用である。現在の日本語辞典では用法や場面、類義語との違いがわから
ないなどの問題が起こり、日本語学習者はさまざまな工夫をして対応している。
鈴木智美(2 0 1 3 )「日本語学習者のための辞書使用のスキル養成のポイント:留
学生の辞書使用に関するアンケート調査自由記述欄の SC A T による質的分析を
通して」『東京外国語大学論集:a r e a  a n d  c u l t u r e  s t u d i e s』 8 6 P 1 3 1 - 1 5 8、
鈴木智美(2 0 1 4 )「中上級日本語学習者の作文過程における辞書使用―辞書使
用の詳細を可視化するデータベース作成に向けて―」『東京外国語大学留学生
日本語教育センター論集 ( B u l l e t i n  o f  J a p a n e s e  L a n g u a g e  C e n t e r  






















いく必要が生まれてきていると思われる。1 2  
                         
1 1  創造性から見た情報リテラシーの限界が指摘されている。一例として、新
見槙子(2 0 1 4 )「学士課程学生による研究の促進における大学図書館の役割:カ
リフォルニア大学バークレー校の事例調査」『Li b r a r y  a n d  i n f o r m a t i o n  
s c i e n c e』7 1 P 5 1 - 7 4、井田浩之(2 0 1 4 )「「知識創造型」の情報リテラシー教
育の構築に向けて(<特集>情報リテラシー)」『情報の科学と技術』64 - 1 P 8 - 1 4
参照。また、山口一男（20 1 5）「国立大学改変問題によせて―何が本当の問題
か」『HU F F P O S T - S O C I E T Y』h t t p : / / w w w . h u f f i n g t o n p o s t . j p / k a z u o -
y a m a g u c h i / u n i v e r s i t y _ b _ 8 1 3 1 6 0 2 . h t m l（2 0 1 5 年 1 2 月 2 5 日閲覧） 






ht t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / h o u d o u / 2 4 / 0 6 / 1 3 2 1 7 9 8 . h t m ( 2 0 1 5 年

























ニケーションも創造的なジャンルをもつ)。1 3  
バフチンが述べているように、言語は社会文化的にその社会で
                                                                      
絶對視されているこうした学術ジャンル細分化の枠組みの「古さ」は、認識す
る必要がある。こうした日本の学術ジャンルの問題点については、山田順
（20 1 3）「日本人の的外れな「リベラルアーツ論」」『東洋経済 ON L I N E』
h t t p : / / t o y o k e i z a i . n e t / a r t i c l e s / - / 1 3 6 9 7 ,  
h t t p : / / t o y o k e i z a i . n e t / a r t i c l e s / - / 1 3 7 6 9（2 0 1 5 年 1 2 月 2 5 日閲覧）
を参照。 
1 3  ミハイル・バフチン/佐々木寛訳 ( 1 9 8 8 )「ことばのジャンル」新谷敬二郎






























                         
1 4  印刷メディアのジャンルに固有な言語表現の考察例は、落合由治(2 0 1 3 )
「ジャンル性における引用表現─新聞社説における表現構成とその機能」『台





























                         
1 5落合由治（20 1 4）「日台の「文化」関係大学学科名の表現構成─社会系文科






























                         
1 6  数永信徳(2 0 1 4 )「クールジャパン戦略と英国クリエイティブ産業政策の再
検証-総務省」総務省情報通信政策研究所
ht t p : / / w w w . s o u m u . g o . j p / i i c p / c h o u s a k e n k y u / d a t a / r e s e a r c h / s u r v e






















































業に取り入れる試みが 2007 年から 2010 年までなされた。1 9現在
は、一般社団法人ニューオフィス推進協会でその活動が継続されて
                         
1 7  ビジネス・ソリューション㈱「人はストーリー（物語）に感動する」
ht t p : / / w w w . b u s i n e s s - s o l . j p / c a t e g o r y / 1 8 6 8 8 1 9 . h t m l（2 0 1 5 年 1 2 月
2 5 日閲覧） 
1 8通商産業省「クールジャパン／クリエイティブ産業」 
h t t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / p o l i c y / m o n o _ i n f o _ s e r v i c e / m o n o / c r e a t i v e
/ i n d e x . h t m l（2 0 1 5 年 1 2 月 2 5 日閲覧） 
1 9  通商産業省「感性価値創造活動の推進」
ht t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / p o l i c y / m o n o _ i n f o _ s e r v i c e / m o n o / c r e a t i v e
/ k a n s e i . h t m l  
263 
 
























そこから、ユーザーの多くが CD から PC へ音楽を保存し、そ
                         
2 0  一般社団法人ニューオフィス推進協会
ht t p : / / w w w . n o p a . o r . j p / i n d e x . h t m l  
2 1  通商産業省「クリエイティブ・オフィス」
ht t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / p o l i c y / m o n o _ i n f o _ s e r v i c e / m o n o / c o n s u m e r








できるスクロールホイールや iPod と PC を自動同期させる





















                         
2 2  須藤順（20 1 4）「デザイン思考」『BU I L D  I N S I D E R』
























【注記】本論文は、科技部専題研究計画 MOST 10 3-2410- H- 03 2  
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